
ありほ未来計画

みんなで考えよう「ありほの未来」

熊野神社

有帆地区の鳥瞰写真

岩崎寺と有帆川

覚天寺

仁保の上古墳

有帆市まつり

別府八幡宮
有帆ホタルまつり

摩崖仏

有帆ふれあいまつり

有帆竹灯会・竹とうろう
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有帆小学校開校70周年記念事業：全員集合

介護 ホタル
子育て 教育

住んでて良かった、これからも住み続けたい

・・・ありほ・・・ みんなで考えよう



人口：3,546人（男性：1,713人、女性：1,833人）R6.4.1現在

世帯数：1,715世帯 　高齢化率　R6.1月１日　　　　有帆地区　42.6％

　　　　　　　　　　　　　山陽小野田市　34.7％　 1 必要ない 108人 62%

1 13人 21% 2 無償でやってほしい 15人 9%

2 23人 37% 3 有料でもやってほしい 4人 2%

3 23人 37% 4 5年以内に必要になるかも 48人 27%

4 4人 6%

1 必要ない 93人 53%

1 100人 56% 2 無償でやってほしい 17人 10%

2 9人 5% 3 有料でもやってほしい 13人 7%

3 7人 4% 4 5年以内に必要になるかも 51人 29%

4 62人 35%

R2 R3 R7 R12 R17 R22 R27 1 必要ない 86人 58%

年少人口 338 320 314 291 269 252 238 2 無償でやってほしい 21人 14%

生産年齢人口 1,920 1,830 1,811 1,733 1,642 1,498 1,386 3 有料でもやってほしい 9人 6%

老年人口 1,509 1,536 1,472 1,395 1,326 1,302 1,251 4 33人 22%

3,767 3,686 3,597 3,419 3,237 3,052 2,875

有料でもやってほしい

5年以内に必要になるかも

5年以内に必要になるかも

買い物の支援

ごみ出し、ごみの分別

家の周りの掃除（草取り他）

高い所や重いものの移動

必要ない

無償でやってほしい

有帆地区基礎データ 高齢者の身近な困りごとアンケート
（対象者：75歳以上の1人暮らし 113人 80歳以上の２人暮らし27世帯 その他 ）

家の周りの掃除

買い物支援について

ごみ出し、ごみの分別の手助け

どんな手助けを希望しますか

家の周りの高い所や重いものの移動

「ありほ」の今!! 有帆地区のワークショップにおける主な意見を挙げてみました

◎豊かな自然

江汐公園、美しい有帆川

などの自然に恵まれ、住

みやすいと答えた人が多

く、環境のすばらしさが

言えると思います。

◎人のつながり

有帆は、人と人とのふれあい

ができる「有帆市まつり」

「ホタルまつり」などの

「おまつり」がたくさんあり、

地域愛が強いという意見が多

数ありました。

◎有帆のホタル

地域と小学校の児童と保護者が

一緒になって、ホタルの学習か

ら種ホタル採取、飼育、幼虫の

放流そして「ホタルまつり」へ

とすばらしい地域学校協働活動

が展開されています。

〇生活環境

買物・病院・交通手段と生活に密着した事が不便

との意見が多く、高齢化がさらに進むと、益々こ

のような意見が増えてくると考えられます。

〇担い手不足

人と人とがふれあうイベントが多いのですが、まだま

だ参加されていない人も多く、イベントの目的を多く

の人に理解していただき「次の世代」につなげる必要

があります。

〇高齢者の生活

高齢化が進んでいる中、地域で高齢者を見守る

必要性があるとともに、高齢者の生きがいのあ

る環境づくりが必要と思われます。

調査段階では、支援の必要性をあまり感じてい

ない人が多いが、直近５年以内には支援の必要

性を感じている方が多くなっている。

不便・困りごと 主なもの

自慢・よいところ 主なもの

※分析結果
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◆バスの便、利用者が少ない

◆買物、通院が不便

◆空き家が多い

◆鳥獣被害が心配

◆放棄地が目立つ

◆道路周辺のゴミや雑草が多い

◆地域に直売所が少ない

◆情報伝達の遅れ

◆河川清掃等の参加者減

◆行事の参加者が減っている

◆メインとなるお祭りが少ない

◆後継者不足

◆若い人の参加が少ない

◆バス会社1社のみの運行

◆店舗・病院が少ない

◆一部で不動産会社が参入

◆網などの囲い対策・設置

◆遠隔地の管理

◆身近な人で対応されている

◆紙ベースのチラシや掲示

◆有帆川の清掃・おもてなし大作戦

◆コミュニティバス・デマンド交通の導入検討

◆移動販売・買物代行・インターネットの利用・

タクシーの利用（タクシー券販売）

◆空き家所有者との連絡体制・情報を管理していく

◆空き部屋（団地）の利活用の取組

◆農業体験・有料ドッグラン・農産体験開放

◆地域ボランティアの組織と活用を企画する

◆朝市の環境拡充（駐車場など）・道の駅の検討

◆多種の広報媒体の活用

◆環境美化の推進・若者世代の清掃活動への参加促進

◆住みやすく利

便性と活気のあ

るまち

◆伝統行事の伝承

◆お祭り（恒例の行事）

◆役員がお願いに回っている

◆自治会内で要請している

◆危険箇所がある

◆交通量が増え通学路が危険

◆農道は道路幅が狭く危険

◆家が密集していない

◆河川の氾濫、土砂災害の危険

◆高齢者の一人暮らしが増加

◆役員のなり手が少ない

◆自治会の加入に消極的

◆若者と高齢者の交流が少ない

◆有子連と育友会の別組織での活動で

は効率が悪い

◆子どもの遊べる公園・場所が少ない

◆自主防災組織主体の取組

◆セーフティ中心による立哨活動

◆歩道・車道の整備

◆見回りパトロールの継続

◆子ども110番の家への協力

◆合同防災訓練等の実施

◆隣同士の声掛けの取組

◆委員のいない地区も存在

◆自治会の役員の対応

◆交流行事の継続に苦慮

◆有子連・育友会それぞれに活動

◆雨天時の遊び場・子どもの居場所

がない

◆多世代が参加しやすいように見直してみる

◆行事の協力者と参加者ともに楽しんで取り組める

無理のない企画

◆仕事の見える化で理解度を高める取組

◆若い世代の参加しやすい取組を企画する

◆有帆のテーマソングを作る

◆ホタル飴などPRの取組・ホタルの飼育環境の取組

◆日頃から準備できることの実施・地域連絡網の見直し

◆子どもから通学路について意見を聞く場をつくる

◆通学路の見直しや点検・注意喚起看板の設置

◆防犯カメラの設置や活用の検討

◆防犯灯の設置促進

◆防災士の増員、防災教育・研修の充実

◆見回りの実施、班内における情報収集に努める

◆当面、担当地区以外の対応にも取り組んでいく

◆自治会のメリットについて親切な説明に努める

◆年に1回でも地域内で顔見世できる会を企画する

◆世代間を越えたイベントの発掘に取り組む

◆有子連と育友会双方の組織で話し合いの場を設けて

検討してみる

◆地域の公共施設や公園などをピックアップしてみる

◆雨天時、休日の遊び場の発掘に取り組む

◆地域の安全に向

け協力するまち

◆地域のみんな

が明るく顔の見

えるまち

◆子どもたちを

支援できるまち

現状の課題・問題点 既存の取組・現状 今後考えられる取組

◆交通

◆買物

◆団地

◆自然

◆広報

◆環境

◆行事

◆自治会

◆体制

◆避難

◆交通安全

◆見守り

◆防災

◆高齢者

◆福祉

◆子ども

◆交流

◆教育
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テーマ分野 分野別の目指す将来像

あ り ほ 未 来 計 画！

未来へとつなげよう！ホタルの光とみんなの笑顔で、絆よ輝け！地域の想いをつなぐ町、ふるさと有帆

・話し合いによる課題解

決に向け取り組もう

・誰もがアイデアを出し

合い解決に向け協力で

きる体制づくり

・地域と子どもが一体と

なれる取組を増やそう！

・地域が子どもを育てる

意識をみんなで持とう！

・地域のふれあいが増え

るような取組を！

・世代を越えて交流する

場を増やす取組を！

・お互いに手助けする、

協力する意識づくり

・地域パトロールによる

点検の取組を！

・みんなが楽しめる新たな

イベントを積極的に取り

組もう！

・若い担い手が育つ風土を

みんなで育てよう

◆地域行事の伝

承・継続に取り組

むまち


